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（１５時５０分  開  会） 

高橋秀之委員長 

ただいまより第７回まちづくり常任委員会を開催します。 

調査事項（１）教育委員会所管、幌延中学校区小中一貫校建設について説明をお願いし

ます。 

野々村町長 

定例会終わった後、お疲れのところ、常任委員会を開催していただき誠にありがとうご

ざいます。 

急きょ、こうして集まっていただいたのは、今日の中でもお話がありましたとおり、小

中一貫校として、また拠点も含めて私の方からも、これだけの物価高騰の中での建設費の

上昇がもう極めて大変だということで、子供たちの教育の場を不便させないで何とかもっ

と事業費の縮小をすることができないかということを教育委員会の方にもお話をさせてい

ただいて、検討するのに少し期間がかかるということになりましたので、教育委員会の方

から、るる説明をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

古草教育次長 

それでは、私の方から事業規模の見直しと今後の事業スケジュールについて御説明いた

します。 

前回のまちづくり常任委員会でも御説明いたしましたが、この小中一貫校建設事業につ

きましては、既存校舎等の改修工事に加え、新たにメディアライブラリーなどが入る新校

舎棟、屋内体育館、武道場、給食センターの増改築工事、グラウンドや駐車場等の外構工

事、仮設校舎となる幌延中学校の改修工事が主な事業内容でありますが、既存校舎棟と仮

設校舎の改修工事につきましては、必要な改修内容がほぼ確定していることから、増改築

となる新校舎棟、屋内体育館、武道場、給食センターを中心に、教育に必要な機能を確保

した上で見直しを行うことといたしました。 

これに伴い、現在進行している実施設計業務の内容が大きく変更となることから、事業

スケジュールについても見直しを行い、契約期間の延長を行いたいと考えております。 

お配りした工事工程表を御覧ください。 

上段の小中一貫校建設工事ですが、実施設計については、令和８年３月までの委託期間

としておりましたが、これを令和９年１月頃まで延長し、令和８年８月頃から着手する予

定でありました本体工事については、令和９年８月に着手し、令和１１年５月頃までと考

えております。 

下段の中学校改修工事につきましては、当初予定していなかったプレハブの職員室設置

に伴い、地盤調査が必要になったことから、これらを含めて、令和８年６月頃まで設計を

行い、改修工事につきましては、令和８年１２月頃に着手し、令和９年８月頃に移転がで

きるよう進めていきたいと考えております。 

現在検討しているスケジュール内容については以上です。 

高橋秀之委員長 

ありがとうございました。 

何か質疑あれば、マイクのスイッチを入れて、挙手でお願いいたします。 
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植村委員 

今説明あったんですけども、資材の高騰等もあったりして、工事の予定が検討期間を入

れると１年ほど遅れていくという説明があったんですけども、これから検討協議して、今

までやってる基本設計で言われてるような小中学校の校舎の規模自体も見直すということ

なんでしょうか。 

古草教育次長 

現在進行している物価高騰につきましては、相当高額な上昇幅ということもありまして、

相当規模の方を縮小しなければ事業費を抑えることができないということもございますの

で、先ほど御説明したとおり、中学校の改修と既存の校舎の改修内容については、ほぼ現

在進んでいる設計内容で行こうと思っておりますけども、増築される部分等については、

もっとコンパクトに事業縮小して、削るものを削っていかないというふうに考えておりま

すので、それらを含めて今後設計業者の方と、どういう方針がいいのかというのを詰めて

いきたいと考えております。 

植村委員 

具体的に今予想されている、縮小できる、ここは要らないんじゃないかとかっていう、

要するに生徒の数だとか学校に対するその必要性だとかっていうものを鑑みて縮小できる

ものは縮小していくという、先ほど説明あった武道館、体育館、その辺あたりなんですか。

校舎自体、ロビーから始まって校舎の造りだとか、そこら辺の変更はないということなん

でしょうか。 

古草教育次長 

まだ確定したものではございませんけども、ある程度事業費を抑えることになるとする

と、現在想定している範ちゅうでは武道場を取りやめます、それから給食センターの建て

替えもやめます、既存の給食センターを使います、それからメディアライブラリーが入る

新しい校舎と、新築する部分ですけども、そちらの方ももう少しコンパクトにするような

ことをしないと、ちょっと事業費の方は抑えられないのかなと思って推定をしております。 

植村委員 

メディアライブラリーって何の目的の施設だったっけ。 

古草教育次長 

メディアライブラリーの入る増築等につきましては、現在、小学校、上から見ますとＥ

という形に見えるような３本の校舎になってますけども、その横に足す図書館ですとか児

童クラブですとかが入る予定でありました部分、完全に新築する部分の辺りをもう少し小

さくしないと厳しいのかなというふうに考えております。 

植村委員 

今回こうやって急じゃないかもしれんけども、以前から予算規模が膨らんできてるんで

ということで心配はしていたんですけども、現実的にやっぱり、かなりな建設費になると

いうことで、できれば、この時点で数字を出してやると一人歩きしちゃうということもあ

るんで、出さないということだったんだろうなと思うけども、どの程度の、かなりな縮小、

コンパクトにしていかないと建設費を抑える。恐らく１年延びることによって、このまま

鉄骨でも人件費でも水平に進んでくならいいけども、また右肩上がりで上がってくる可能
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性がある中で、やはり、果たしてどのぐらいの縮小効果が最終的に出てくるのかなってい

う、本当に心配なところもあるんだよね。 

せっかくやるものだから、やっぱり十分な学校教育、生徒のために十分な施設という気

持ちはあるんですけども、これだけのやっぱり資材高騰っていうのは当初予想をされなか

ったという懸念もあるんで、まず１年延ばして、もうちょっと中身を精査して、圧縮、コ

ンパクトにしたいんだということなんで、私としてはどこをどういうふうにするんだって

いう、そして最終的にはどれぐらいの金額になるんだということをやっぱりきちっと見て

いかないと何とも言いようないのかなという。そして、併せて、やっぱり補助額がどれぐ

らいであって、最終的に償還のシミュレーションがどうなるんだということもあると思う

し、今からそういったその本体をいじるということに対して、今まで進んできた文科省あ

たりに提出した書類等もどういう扱いになっていくのかという心配もあると思うんです。

そこら辺、やっぱりどういうふうになってくのか、確たることは言えないとは思うんだけ

どもね、そんな気持ちでいます。 

古草教育次長 

国の方の補助金につきましては、この規模が変わることによってまた再度計算し直しと

いうことになります。 

今年の５月、それから１０月に一度文科の方には、これぐらいの規模でやりますという

ことで、補助申請の前段の申請まではしておりましたけども、それについても一度白紙に

させていただいて、来年度また事業費がある程度固まった段階で、令和９年度の補助申請

をしていくということで考えております。以上です。 

植村委員 

この件はもう道の方には、通告してあるんですか。これからなんでしょうか。 

古草教育次長 

道の方には基本的に給食センターと校舎等別々の窓口にはなるんですけども、どちらに

対しましても、ちょっと今事業スケジュールの見直しが必要になりそうだということで、

先週お話をさせていただいて、補助金については来年度、申請する予定でしたけども、こ

ちらについてはちょっと取り下げる形になろうかと思うということで説明をしております。

でないと、本来であればもう道のヒアリング、工事の実施の方のヒアリングが入ってくる

時期でございまして、もう本来であれば図面とか工事の内訳についても固まって、それを

受けてヒアリングを受けて、補助申請という、年明けすぐにでも１月、２月にはヒアリン

グというスケジュールで進んでましたけども、こちら下げておかないと、次、そこまでい

ってしまうと、来年補助金使いたくても使えないということになってしまいますので、本

申請の前に手を下げるということで既に打診はしております。以上です。 

高橋秀之委員長 

よろしいですか。 

深澤委員 

質問するつもりなかったんだけど今の話を聞いてると、いや分かりますよ、議会で我々

も、今までの計画だったら反対せざるを得ないなという感じではいました。 

問題はこの先ね、行政側のとおりに縮小して決めるって言ったけど、今まで関わった人
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方、ＰＴＡや学校の先生や含めてどのように説明して理解を求めていくんですか。 

伊藤教育長 

今の深澤委員からもありましたけども、これから開校準備委員会、それから検討部会の

方にまず説明をしていきたいと考えております。で、そのあと町民の皆さんにも、今まで

説明会開いてますので、１月にまた皆さんのところにお話しさせていただくことになりま

すので、その後、そこで御了承頂けましたら、そのあと町民の皆さんの方にも、それぞれ

説明会を丁寧にやっていければなというふうに考えております。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

無量谷委員 

今、経費節減のために給食センターと武道場はやらないっていうことで進めてるんだけ

ど、給食センターについてね、耐震、あるいは広さとかそういうのは今ので間に合うのか、

その辺の確認したいんですけど。 

古草教育次長 

給食センターにつきましては現状も使っておりますので、今の建物をそのまま使うこと

に問題はございません。逆に本来この工事でいくんであれば、給食センターを一旦壊して、

仮設の給食センターを建てて、そこでっていうことも検討しておりましたが、その部分は

一切掛からなくなりますので、現行の給食センターを工事期間中も使える見込みで進めよ

うと思っておりますので、給食センターについては今までどおりということで考えており

ます。ただ、センターの機器も大分古いものもございますので、この際やらなきゃならな

い設備の入替え等は、この工事の中でやろうかというふうに考えております。以上です。 

高橋秀明委員 

今の話聞いて、やはり総事業費が幾ら掛かるかっていうのが問題だと思うんですよ。 

１年延びることによって、１年は概算なんですけども、もう歯止めないぐらいの金額で

言ってくる可能性もなきにしもあらずだと思うんですよね。だからその辺歯止めをどっか

でかけるような形で、これ以上出せないから、あるいは、補助金がね、このぐらいになる

からってことで、それを言ってやれないものかどうか。これだけ大型工事だとしたら、

我々民間からしたらとんでもないような金額でね、やっぱり大変なことだと思うんですけ

ども、そういう方法を取れないものかっていうことを提案したいと思います。以上です。 

古草教育次長 

事業費につきましては、確かに現在の鉄筋ですとか価格の１．５倍という話もございま

すし、かなり上がっていくものと思われます。延ばすことによって更に上がることも想定

されますけども、現在頭の中に描いておりますのは、当初の基本設計時に示された金額を

目標に、めどにして、その辺りまで、そこまで下げることは恐らく厳しいのかもしれない

ですけどもその辺を目標に事業規模を考えていきたいと考えております。以上です。 

高橋秀之委員長 

すいません。幾らでしたっけ。 

古草教育次長 

当初工事費におきましては５８億８，８００万です。 
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この数字を目標にというか、ここを目指してということで進めますけども、さすがに資

材高騰ありますので、ぴったりここまで下げれるかというのはまだちょっと不透明な部分

がございますけども、あくまでもその辺をめどにしていきたいという目標を持ってやって

いきたいと思っております。以上です。 

佐藤委員 

粗々、今説明聞いて、これは担当者も大変な思いでやってると思いますけども、この円

安がどんどんまた進んでいく中で、これだけ抑えていくったら大変な御苦労していかなき

ゃならんなと思います。また、今、教育長からあったように、また町民に説明だ、またい

ろんなものやってたら、またああでもない、こうでもないと出てくるんだろうし、相当腹

くくって、もうやるってことで進んでるわけだから相当腹くくってやっていかないと、や

るたんびにあっち削ってこっち削ってやってたら、これまた伸びていくんじゃないかなと

思います。 

だから、ある程度やっぱりこれは腹くくって、きちっと示してこれでやっていくんだと

やっていかないと、また戻ってあちこちに意見聞いちゃうと、まちづくりの拠点じゃない

ですけど同じようなことになってしまって、いつになったら結論出るのかってことになる

と思いますね。 

だから、大変なのは分かるんだけど、そこである程度、腹をくくった形で進めてもらわ

ないと、行ったり来たりして時間ばっかり食うんじゃないかなと心配されます。 

大変これ御苦労だと思うけど、我々もまた腹くくってかかってかなきゃならんだろうし、

そこんとこ何とか一つ、ある程度めどつけてほしいけど、頑張っていかなきゃならんなと

思います。 

高橋秀之委員長 

ちょっと一つ確認したいんですけど、前の委員会のときの資料の説明で、今、５８億８

千万円って言ったんだけど、そのとき５６億８千万って言いませんでした。 

古草教育次長 

すいません。訂正いたします。 

５６億８，８００万です。 

高橋秀之委員長 

すいません。ありがとうございます。 

西澤委員 

まず議会の方に説明ということで、これから町民、いわゆる委員会等に説明していくと

いうことだったんだというふうに思います。 

その上で、今佐藤議員からは腹くくってという話もありましたけれども、実際どれぐら

い掛かるんだという話が見えてきたときに、この間の委員会でも言いました財政シミュレ

ーション等そういう話が出てきて、いわゆるそういう縮小の判断をされたんだというふう

に思いますので、腹くくるのはいいですけど、腹くくって突っ走られると、やっぱり、そ

こはそこで大変なことになりますので、いわゆる、こうやって議会にも説明をし、町民に

も説明をしっていうのはやっぱり一つ大事な過程なのかなというふうに思いますので、そ

の辺の判断も含めて、今後進めていってほしいというふうに思います。以上です。 
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佐藤委員 

今議長からあったように、腹くくるっていう表現が正しいか別としても、我々も当初か

らこれ見ていいんじゃないかと。いいかげんなその議会でこの委員会で承認してきてるわ

けでもない。我々も悪いと言ったら変ですけど、我々もこれ一応認めてうんうんと返事は

してきてるわけだから。 

（深澤委員「してない」の声あり） 

してないけど。 

（深澤委員「何うんうんよ」の声あり） 

意見も出てないわけだから。だからやるたんびにはまたこうなっていくわけだから、だ

から、いつまでこれやっていくんだということになると思いますよ。 

意見聞けばまた戻る。足す、いや、必要じゃないかとなったとき、またどうするんだっ

てことなってるわけだから、相当慎重なこのような中で、相当やっぱりきつい意見を出し

てってやっていかないと、やるたんびに行ったり来たり、行ったり来たりやってて、時間

ばっかり過ぎてて、事業費が膨らんでいく。やはり皆さんも相当やっぱり意見を出しても

らわないと、分かってるのか分かってないのか黙ってここで座ってたって、後でどうなる

んだということになると思いますよ。 

事業費がこれだけのものになる。そのほかに拠点もあるわけだから。だから率直な意見

を皆さんに出してもらって、意見を出していかないと、いつまでたってもこれ決まんない

ですよ。 

これ１１年８月だって、また伸びる可能性もあるわけだから、その辺とこはやっぱり慎

重な意見をうんうんって見てるだけじゃ済まない。やはり、個人、個人の８人の意見は率

直に出してって、腹を一緒にしてかからないと、これはやっぱり後で腹くくらんと言った

表現が正しいか別としても、そのぐらいの気持ちでかかっていかないと、これはやっぱり

ここまで持っていけないんじゃないかなと思いますんで、皆さんの意見もやっぱり出して

いただきたいし、納得の上でこれ進んでもらわないと、お前が言った、俺が言わんかった、

後でああでもない、こうでもなったんじゃ、これ、取り返しのつかんことになるわけだか

ら、慎重な審議をしていかなきゃならんし、意見も出してもらいたいと思いますんで、私

は私の意見でただしゃべっただけであって、皆さんがどう思うか、それは、やっぱり持っ

てるたら意見を出してもらいたいなと思います。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

植村委員 

この学校建設に合わせて今職員住宅の整備してますよね。これは予定どおりに進んでい

って、中学校の、今ある職員住宅開けたところに町職員が入っていくという構想、それは

予定どおりやってくんでしょうか。 

伊藤教育長 

住宅の関係については今順調に進んでますので、予定どおり工期内に建築されまして、

完成しましたら先生方に移っていただくという形になってます。 

よろしくお願いします。 
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植村委員 

分かりました。 

いろんな心配事いっぱいあるんで、一生懸命計算して予算組んだはいいけども、どこの

町でも今問題になってるのが実施設計の段階で受ける業者がいないというような話、こん

な単価でできないというような、そういう全く、一昔前と変わった状況になってきてると

いうこともあるんで、そこら辺をきっちり、やっぱり、いや、できたけども、さあ発注し

たら誰もいなかったなんていうことにならないように、やっぱりやっていかなきゃならな

いのかなと思いますんで、よろしくお願いします。 

なんせ文科省の工事単価自体が安いんじゃないの。今のこの物価高に合ってないんじゃ

ないのかい。どうなんですか。 

古草教育次長 

補助金の計算につきましては、基本的な考え方として整備に必要な面積を出して、それ

に国で決めた単価を掛けて補助対象工事費というのが出るんですけども、単価については

適宜見直しされております。単価について見直しをされておりますけども、それが追いつ

くかどうかというのはちょっと私どもも不透明なところでございますので、示されてみな

いと分からないというところではございます。以上です。 

齋賀委員 

すいません。実施設計、１年延長しますよね。その業者さんは了解得たっていうか、何

かお話ししてるんですか。もう仕事入ってるからできないとか、そんなことはないんです

か。 

古草教育次長 

当然このお話１１月の末、１２月頭ぐらいから動き出してる話なんですけども、すぐに

実施設計を行ってる業者の方には、ちょっと方針転換をしたいというお話をして、このス

ケジュールにつきましてもその業者の方から、これぐらいのスケジュールになるだろうと

いうことで頂いた資料になっておりますので、設計業者が知らないということはございま

せん。以上です。 

齋賀委員 

知らないということがないと思いますけど、それに対して何か経費掛かるとか何とかと

いうことはないんですか。 

古草教育次長 

経費につきましても今補正に向けて見積りを出し直してもらうということで進めており

ますけども、実際にもう既にやってしまったものについては当然掛かったものとして、こ

の後、本来やるべきだったものをやらなくてもよくなった部分、それから加えてやらなき

ゃならない部分っていうのが出てきますので、そのプラス、マイナスを精査して、今金額

の方を精査している最中でございます。以上です。 

高橋秀之委員長 

一つ言わしてもらうんですけど、今の説明では、中身的にはざっくばらんで、はっきり

言わしてもらったら分かんないです。 

どこをどうして、体育館小さくしたからどのぐらい、給食センターやめたから幾らぐら
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いっていう金額が出てきて、武道場もやめて幾ら、今５６億８，８００万だったんだけど、

それをやめると５０億何ぼんなるとか４９億何ぼになるとかって、そういう数字が出てこ

ないと、何かやっぱり、ちょっとぴんとこないですよね。 

頭の中で図面こことここを省いてっていうだけじゃ分かんないんで、なるべくなら、こ

れとこれとこれをやめた場合には、もう実施設計入ってんだから、設計屋さんに聞いて、

このぐらいやめれば、どのぐらい減るのって、多分、今の給食センターとか何かっていう

金額は大体、大まかに出てると思うんですよね。それじゃないと５６億何ぼって数字って

出てこないんで、そういうとこを明確にしていただいて、そして話をしていただかないと、

結局みんな素人なんで、具体的なものがないと分かんないですよ。比べるものがあるって、

だから今５６億８，８００万円までに落としたいっていうのは、１１年の開校時というか

できるときまでの金額がこれにならないと駄目なんで、ということは２年ぐらい前から造

ると１０％ずつ上がると２割上がってる。そしたら、これ黙ってても４０何億にならない

と出先が。だから、今そんだけやったら、そんだけのものを省いたらこんだけ金額下がる

っていうのは分かんないんで、何か話しようがないかなっていうのがあるんで、その辺ち

ょっと、今の時点だからざっくばらんでいいんだけど、そういう金額が分かれば、そうい

うのを持ってきて話していただければありがたいなと思うんですけど。 

１月の終わりにもあるんで、そのときでもいいんですけど、まずはざっくばらんでいい

んですけど、なるべく詰めた数字をどんどん出してきていただければと思うんで、その辺

をお願いしたいと思います。 

西澤委員 

今ちょっと委員長の話とかぶるというか、別に佐藤さんと意見が違うって話をしてるん

じゃなくて、今ここまで来て、大まかにこれぐらい掛かるっていうのが見えてきたときに、

拠点も含めて大体１００億規模になるねと。なので、財政シミュレーションがないと、こ

ちらとしても判断ができかねるっていう話で、前回の委員会でそういう話をしたんですよ。

なので、今、委員長が言ったように、多分これから実施設計の見直しをかけて縮小しては

いくけれども、どれぐらいになるんだっていう話がないと、結局、また、なかなか議会と

しても判断、議会というか議員それぞれの個人でいいんでしょうけど、判断できかねるね

っていう話なんだと思うんですよ。だから、これは、佐藤議員の意見が違うんじゃなくて、

そういうところまで来ないと判断はなかなかできないけれども、でもそれには時間がかか

るというのもあるだろうし、ただその施設としては、私個人としては小中一貫の学校とい

うのは将来に向けてもすべきだなとは思ってるんですけど、それに対して、これぐらいの

金額が掛かって、でも、将来的に超えて返済していって償還できますよっていうところま

でがないとなかなか判断できないっていうのも多分今委員長がおっしゃってることなんだ

ろうなというふうに思ってはいるんですよ。 

その辺の差異がない、行政側とこっち側の考え方に差があるのかないのか、その辺なん

ですよ。 

野々村町長 

委員長自体も議長自体も、まだ分かんない。私も実際問題１００億掛かるっていうのは、

私自身もここの中にいて知らない話ですから。だけども、だんだん膨らんでいっている、
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このぐらいずつなるっていうお話は受けてた。どっかで縮小しないとこれは大変なことに

なるよねということ自体で、何か、どういう形で縮小しないかという、二事業の部分では

やってるということであって、我々ももっと素人なんですよ、議員の皆さん方よりも。 

最終的にこういう形で、以前のスタートしたときの概算でその金額だったっていうとき

は、単価が安い自治体で掛け算をされて平米数に掛けて出てきてる。今度はこういう概算

でこいう形になったらっていう、その想定の金額も私自身は余りつかみにつかんでないけ

ども、全体的にこんだけ膨らんだら、どのぐらいになってるっていう掛け算がもうここで

本体はできてるんだと思いますよ。だから、これとこれとを削ったらこのぐらいになるっ

ていう話は今、委員長が言ったとおり、そこは業者間で、これとこれと完全に無くなった

らいい、ここを潰したりすると、このぐらいの単価上がってもこのぐらいになるっていう

のは、近々見えてくるんだと思いますけども、逆に言うと、そこに束縛をされると、なか

なか今度上がったときにまた減らすのかっていう話の議論しかない話になるんで、そこは

お金の形よりも目標があって言ってくれてるんですから、目標がそこにあって、１割、２

割が上がるかどうするかっていうのは今後の景気、高市さんに頼まなきゃ駄目だけど、ど

ういう倍率で上がるか、ここの２年間だけは突発して上がった、１．５までもう上がって

しまったから、シミュレーションは１．５上がった部分で差っ引きしてる、できると思う

んです、業者は。だから、もうちょっと時間をいただいて、まずは、これが周りに、さっ

きの話じゃないけど、いろんな話が聞こえてきてる人はいろんな話を聞いて、うわさだけ

で流れていくんじゃなくて、議員の方々にもそういう努力をして、いいものを造りたいよ

ねっていうのを今やってるから、まずちょっと変更かけるよねって言ってくれてるんで、

そこ自体で、今度、どことどこをどうやったら端的にこうだっていうだけじゃなくて、そ

こもこういう形にしたらとかっていう提案を受けながら、出てきた大まかなところで皆さ

んに大体こういう形になる、こういう部分で削るところは確定したみたいな話と、それか

ら、おおよそ、こういうものになるかもしれないっていう話をすれば多分またそっちの方

が先だと思うんだけど、どういう進行の方法がいいか、我々行政側も皆さんよりは全然、

こういう建物だとか、こういうもの自体には疎い話で、やっぱり業者さんにお願いしてる

部分で全部委ねてるから、これだけではこうなります、ここだけ取ったらどうなりますっ

て言って、ぽんと返ってきてこうなりますっていう話をまだ出せないところがあるし、し

たら、その足りなくなった部分もどこに補強するかっていうことがある、今までの構図か

らいくと。そういうことも含めて、目標としては、そういうところを狙っていくけどもそ

こが１割、２割上がって６０数億になるのかも分かんないけど、そこは頑張った末だった

って言うんなら認めてもらわなきゃないし、何よ、そこもっと削れたべやっていうところ

があって頑張るのかっていうのは、今後のそれぞれ業者さんで、１月、来年になったとき

に少しでも、細かいカットする分だけでも、細かいところ、又は増やさなきゃなんないと

ころが確定してきたときに、またざっくばらんな話だけど、そういう話をさせてもらって、

前回のシミュレーション、今度はこれでシミュレーションしたら何ぼになるかで、やっぱ

り相談をしたいなという気はしてます。 

そこはちょっと全部が金額で云々という話とはやっぱりちょっと。 

（深澤委員「やめれって言ってないって町長」の声あり） 



- 11 - 

 

佐藤委員 

今町長言ったように、これからまたいろいろ意見を聞いていくと、これまたＰＴＡから

いろんなその関係の中で、どうしてこれ削るんだと、ここだけは何としてもやってくれっ

て言ったときにまた戻すのか。さっき言ったように、これもまた難題であって、いろんな

議論、町民だ学校の父兄だとかとやったときに、この辺を納得できないといったときに戻

すのか、そういう問題も出てくるんじゃないかなと。 

町長おっしゃったことは十分分かるんですけど、これもやっぱり、そこら辺も含めてや

っぱり臨んでいかないと、ああでもない、こうでもないってまたなってしまって、浮いて

しまうことにならないのかなという、ちょっと心配されますけど、そこら辺のとこは、教

育長、どう考えてるんですか。 

伊藤教育長 

今町長からもありましたけども、まずこの事業がずれていくっていうことを今日は御説

明させていただきたくてお集まりいただきました。 

お疲れのところ、ありがとうございました。 

これを踏まえて、ずれていくっていうことをまず議員の皆さんにお話しさせていただき、

この後、来週、再来週のうちに、さっき言った準備委員会と検討部会の方に、今年のうち

にちょっとお話をさせていただきたいと思って、まず議員の皆さんに、ここのずれていく

っていうことを承知っていうか合意っていうか、合議していただきたくて今日お話しさせ

ていただきます。 

先ほど次長の方からもありましたけども、設計業者の方には１月にあるシミュレーショ

ンというか経費の部分について今積み上げてってもらって、拠点の方と合わせて皆様の方

にお示しできるように今、一生懸命積み上げてもらってますので、そこでまた説明をさせ

ていただければと思います。 

さっき次長の方からありましたけども経費を圧縮していくためにはやっぱり建築面積を

ちょっと減らしていかなきゃいけないということで、改修部分についてはもう予定どおり

の改修をして機能性をかなり高めれるような改修になってますので、それ以外の増築棟の

部分を何とか機能性を損なわないというか、子供たちが不便にならないような増築棟にち

ょっと縮小されますけども、その辺を考慮しながら今後やっていければなということで、

概略で数字ちょっとまだ出せないんですけども、その辺を説明させていただければという

ことで、今日説明させていただいてます。 

準備委員会とか検討部会の方には、こういうことでときちんと説明をさせていただいて

納得していただけるように私の方でも説明していきたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

高橋秀之委員長 

学校自体、建築やめると言ってるわけじゃないんで。だけど今一番心配なのは、１年間

延ばして考えていく。で、もう後戻りできないですよ、これ最終ですから。規模を小さく

してやるんだと決めてる。で、金額を抑えるっていう。だから、焦ってやっていくと、ど

っかに不備が出てくると思うから、まず、その辺だけ注意して、じっくり考えて使いやす

い、子供たちの気持ちになって考えてやって、そういう学校を造ってやってほしいと私個
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人の意見ですけど、そう思ってますんで、決して焦らず、焦って下手なことすると後戻り

できなくなるから。土木の場合だったら壊して造り直せばいいけど、建築の場合はもう打

ってしまうと壊すのに３倍ぐらいまた掛かるんで、そういうのがあるんで、そこだけは気

を付けてやってほしいなと思いますので、それだけ言わしてもらって、あと皆さん何もな

ければ、何か情報があれば事務局の方でも少し流しといていただければよろしいんで、よ

ろしくお願いします。 

今日はどうもありがとうございました。 

その他。 

（「ありません」の声あり） 

これで、第７回まちづくり常任委員会を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

（１６時３１分  閉  会） 



- 13 - 

 

 

以上、相違ないことを証するため署名する。    委 員 長  高 橋 秀 之  

 

以上、記録する。                事 務 局 長  岡 田 英 樹  


